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徒 10 名，大学生では募集で集まった大学生 11 名で
実施した．実施日は高校生の平成 28 年１月 27 日と
大学生の 5 月 26 日であった．
　対象者は，高校 3 年生男子 10 名（年齢 17～18 才）
と大学生 11 名（年齢 18 才），合計 21 名で，内 13
名が年下の弟妹を有した．また，幼い子どもと遊ん






















21.6 kIU/L から 26.8 kIU/L に上昇，先に学習を終
了した B 群では泣き声を聞いた前，後で平均値は
16.8 kIU/L から 10.4 kIU/L に低下した（表 1）．泣
き声を聞く前のアミラーゼ値が高校生 10 名では平






点では，学習なしＡ群で 31.7 が 30.1 であり，学習
後の B 群で 28.2 が 28.8 であった．回避点の平均値


















　対象の高校 3 年生男子 10 名（年齢 17～18 才）と









　対児感情の接近点では，学習なし A 群で 31.7 が
30.1 であり，学習後のＢ群で 28.2 が 28.8 であった．
回避点では，学習なし A 群で 8.9 が 12.8，学習後の





















A 群 B 群
高校生 大学生 全体 高校生 大学生 全体
対象数 5 6 11 5 5 10
アミラーゼ値
（kIU/L）
前 39.8 6.5 21.6 25.6 8.0 16.8
後 52.0 5.8 26.8 14.8 6.0 10.4
対児感情
接近 前 34.0 29.8 31.7 28.8 27.6 28.2 　
後 35.0 27.0 30.1 29.2 28.4 28.8
回避 前 10.0 8.0 8.9 6.8 18.0 12.4
P<0.05後 11.0 14.3 12.8 4.6 13.8 9.2
親性準備性点数
前 66.0 62.7 64.2 67.0 70.4 68.7
後 68.2 60.8 64.2 68.0 69.8 68.9
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